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論文審査の結果の要旨 
 
本論文はシステムをパラメトリックモデルベースのモデルを構築することにより、システムデザインする手法にお
いて必須となるシステム最適化を行うフレームワークを提案した論文であり、個別の手法論は既存のものではあるが、
これまで個別に使われてきた各手法をシステムのパラメトリックモデルを数理的に分析することで、連携させること
によりモデリングから最適化までを行えるこれまでにはない設計フレームワークを構築したことにシステム工学的な
学術的価値がある。 
また、工学的には本手法をベースに実装を拡張していくことにより大規模・複雑になる製品システムのシステムデ
ザイン手法として発展していく可能性があり、将来が有望な手法といえる。 
 以上のように、本論文は学術的な価値と、工学的な価値が非常に大きい論文といえる。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
